
東京における土地利用に関する基本方針について
（都市づくりのグランドデザインを踏まえた土地利用のあり方）

ー千代田区関連部分の抜粋ー

 みどりの保全・創出の方針

⇒ ①街路樹の整備が対象であることを明記

 国際ビジネス交流ゾーン

⇒ ①インバウンドを呼び込む交流機能や宿泊機能の誘導を追加

②大手町・丸の内・有楽町地域の誘導機能に交流機能を追加

③緑化地域の指定などにより、都心の貴重なみどり空間の形成に資する良好な住環境の

保全・創出などに取り組むことを追加

 中枢広域拠点域における主な施策

⇒ ①複数の民間事業者による共同貢献の積極的な活用による交通結節機能の強化と

「まちの顔」づくりの推進についてを追加

 地域区分等の特性に応じた土地利用の誘導

⇒ ①地域特性の多様さ（芸術・文化、産業、商業の集積）を定義

②多様な特色として芸術・文化・スポーツにイノベーション産業、交流機能を追加

③開発の機会を捉えたエネルギーの面的利用の推進や、自立分散型の発電施設の立地など

のエネルギーの安定的な供給と事業継続性の確保などの促進を明記

 主な取組③市民緑地認定制度の活用による、みどりの量的な底上げと質の向上

⇒ ①公開空地の活用を明記

②特に区部中心部等において、重点的に進めることを明記

 主な取組⑤都市開発諸制度活用方針の適用エリア・育成用途等の見直し

⇒ ①基盤整備などについて複数の事業者による共同貢献も評価対象とすることを明記
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